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路面電車は大正から昭和初期にかけて各地で
整備が進み、「市電」「ちんちん電車」という愛
称で市民の移動手段として親しまれてきた。
昭和40年代の急激なモータリゼーションの
進展により廃止が続いたが、近年、次世代型
の路面電車が、人と環境にやさしい公共交通
として再評価されている。（提供：東京都）

第 4 回

交通ネットワ ークの再生
鉄道、航空、自動車といった私たちの暮らしと経済を支える交通手段は、
スピードと利便性を追い求め、この50年で飛躍的な進化を遂げた。
そして今、その交通ネットワークが「都市」や「暮らし」と
有機的な関係性をさらに深めようとしている。
都市と都市を結束する、暮らしと暮らしを結ぶ。さらに街と日常をつなぐ。
交通ネットワークに求められる機能は少しずつ変化し、
その価値観、意義が再構築されようとしている。

文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆

地域特性、目的に
合致した交通機関の整備

　昭和から現在に至る利用交通機関の
推移を見ると、自動車が６割あまりで
首位を占めるが、保有台数の減少、車
離れの傾向もあって微減している。反
比例して鉄道は微増し、交通機関の分
担率が車から鉄道にシフトする傾向に
ある。しかし、貨物の移動距離帯別分
担率で見ると輸送手段は100km未満
ではほぼ100％、600kmでも半数以上
が自動車に依存している。交通機関に
対するニーズは時代とともに変化して
いるが、インフラの整備はその地域特
性、目的を的確に反映したものでなけ
ればならない。

平日

■ 鉄道　　■ バス　　■ 自動車　　■ 二輪車　　■ 徒歩・その他

（出典：国土交通省平成22年度全国都市交通特性調査）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和62年 11.6 3.9 34.0 23.2 27.4

平成4年 13.6 3.9 39.0 19.4 24.0

平成11年 13.4 3.3 42.5 19.4 21.4

平成17年 13.2 2.8 45.2 18.5 20.3

平成22年 14.9 2.9 45.7 16.8 19.7

休日

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和62年 7.3 3.2 45.9 21.9 21.7

平成4年 7.6 2.6 53.8 17.6 18.4

平成11年 7.5 2.1 60.0 15.8 14.6

平成17年 7.1 1.7 63.5 13.1 14.5

平成22年 8.6 1.9 61.3 12.9 15.3

●代表交通手段分担率（全国）
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日
本
の
人
口
は
減
少
傾
向
が
止
ま
ら

な
い
。
こ
の
現
象
は
地
方
都
市
に
顕
著

で
富
山
市
も
例
外
で
は
な
い
。
現
在
約

四
二
万
人
の
人
口
は
三
〇
年
後
に
は

三
二
万
人
、
二
三
％
減
少
の
見
込
み
だ

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
予
測
を
踏
ま
え
富
山
市
は

持
続
可
能
な
行
政
を
目
指
し
、
公
共
交

通
の
沿
線
に
都
市
機
能
を
集
約
す
る

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

も
歩
い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
き
め
細
か
く
行
き
届
く

街
を
創
る
取
り
組
み
だ
。

　

市
街
地
に
は
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
を
挟
ん
で

南
北
に
複
数
の
路
面
電
車
が
走
っ
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
の
目
玉
に
な
っ
た
の

は
、
富
山
駅
か
ら
真
北
、
岩
瀬
地
区
へ

八・
〇
㌔
㍍
延
び
る
「
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
」

の
路
面
電
車
化
事
業
だ
。大
正
十
三
年
に

営
業
を
開
始
し
た
電
気
鉄
道
の
軌
道
を

活
用
し
、
平
成
十
八
年
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
し

た
。
公
設
民
営
方
式
を
導
入
し
、建
設
費

五
八
億
円
は
国
と
県
、
市
が
負
担
、
年
間

の
維
持
管
理
費
七
千
万
円
を
市
が
、
運

営
費
二
億
円
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の
富
山

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
㈱
が
運
賃
収
入
で
賄
う
。

　

平
成
十
三
年
、
北
陸
新
幹
線
が
富
山

駅
に
延
伸
す
る
事
業
認
可
が
な
さ
れ
、

こ
れ
に
と
も
な
い
在
来
線
を
高
架
化
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
鉄
路
に
よ
り
南
北

に
分
断
さ
れ
て
い
た
市
街
地
の
一
体
化

を
目
的
と
し
た
連
続
立
体
交
差
事
業
だ
。

　

こ
の
と
き
、
利
用
者
が
激
減
し
て
い

た
富
山
港
線
の
高
架
化
が
俎
上
に
上
が

る
。「
廃
線
、
バ
ス
路
線
へ
の
代
替
と
い

う
方
法
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
自
動
車

だ
け
に
依
存
し
た
ま
ま
で
い
い
の
か
と

い
う
疑
問
の
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。
沿

線
市
民
の
利
便
性
を
第
一
に
考
え
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

も
新
た
に
路
面
電
車
と
し
て
再
整
備
す

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」。
車
と
公
共

交
通
の
バ
ラ
ン
ス
を
活
か
す
案
が
採
用

さ
れ
た
と
谷
口
氏
は
振
り
返
る
。 

し
て
い
る
。
そ
の
原
動
力
と
な
る
の
が

「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
交
通

網
の
再
構
築
だ
。
都
市
整
備
部
の
谷
口

博
司
次
長
に
聞
い
た
。「
富
山
の
市
街
地

は
起
伏
が
少
な
く
、
薄
く
広
い
地
形
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
郊
外
へ
無
秩
序
に
拡

散
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
『
お
団
子

と
串
』
に
見
立
て
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
を
始
め
て
い
ま
す
。
住
居
や

商
店
な
ど
を
集
積
し
た
生
活
拠
点
が

『
お
団
子
』、
こ
れ
を
結
び
、
貫
く
の
が

Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
公
共
交
通
と
い
う
『
串
』

で
す
」。
車
を
自
由
に
使
え
な
い
市
民
で

環状線「セントラム」が走る県道富山高
岡線。「富山都心の魅力を楽しむ・LRT
のある新しい風景づくり」をコンセプト
とした街路景観デザインに則して整備さ
れた。「和のテイスト」を重視し、公園と
歩道が一体となり、城址がLRTと融合す
る景観を形成している。

人
に
や
さ
し
い
、街
に
や
さ
し
い

新
時
代
の
路
面
電
車

富
山
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ

都
市
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
生

 「
お
団
子
と
串
」で

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
を

地
域
と
の
協
働
、事
業
間
の
連
携

次世代型路面電車＝LRT

　LRT（Light rail transit）は、従来の利便性を
活かしながら高機能を付加した「次世代型路
面電車」。富山市では北側の「ポートラム」、市
街地を循環する「セントラム」が走る。低床車
両を導入し、スムーズな乗降が可能だ。車輪
には弾性を持たせ、樹脂固定軌道との相乗効
果で低騒音、低振動を実現した。カラーリン
グは、ポートラムがビビッドな7色、セントラ
ムは高貴なモノトーン3色が採用された。車内
には暖かみのあるインテリアが施され、明るい
印象を創出する。車両の揺れに対応するシー
トのホールド性も高い。

富山市都市整備部次長
（技術担当）

谷口博司



08建設業界 2014.709 建設業界 2014.7

　

富
山
港
線
の
路
面
電
車
化
は
平
成

十
五
年
五
月
に
正
式
発
表
、
翌
三
月
に

予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
同
十
八
年
四
月

に
開
業
し
た
。
検
討
開
始
か
ら
わ
ず
か

一
年
足
ら
ず
で
三
セ
ク
を
立
ち
上
げ
、

法
的
な
手
続
き
を
完
了
、
工
事
着
手
に

こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。
超
短
期
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
通
を
果
た
し
た
こ
と

に
谷
口
氏
は
胸
を
張
る
。「
新
幹
線
の
着

工
ま
で
に
路
面
電
車
化
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、国
や
県
、Ｊ
Ｒ
な
ど

関
係
者
の
理
解
と
強
力
な
支
援
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
す
」。

　

富
山
港
線
は「
ポ
ー
ト
ラ
ム
」
と
い
う

愛
称
で
呼
ば
れ
る
日
本
初
の
本
格
的
Ｌ

Ｒ
Ｔ
に
再
生
し
た
。
ホ
ー
ム
で
の
乗
降
、

車
内
の
移
動
は
、
段
差
の
な
い
ス
テ
ッ

プ
ス
ル
ー
。
全
車
に
低
床
車
両
を
採
用

し
た
効
果
に
つ
い
て
谷
口
氏
は
「
乗
り

降
り
に
不
自
由
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な

い
。
と
、理
屈
で
は
分
か
っ
て
い
た
の
で

と
つ
な
が
る
。
ポ
ー
ト
ラ
ム
は
今
や
市

民
の
足
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　　
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
の
南
側
で
も
路
面
電
車

の
風
景
が
変
わ
っ
て
い
た
。
富
山
駅
を

経
由
し
て
Ｕ
の
字
に
走
っ
て
い
た
市
内

軌
道
の
一
部
を
結
び
、
平
成
二
十
一
年

十
二
月
に
新
た
な
環
状
線
「
セ
ン
ト
ラ

ム
」
を
運
行
開
始
し
た
。
こ
の
新
系
統

に
よ
り
、
市
街
地
の
回
遊
性
が
向
上
し
、

市
民
の
日
常
的
な
移
動
に
加
え
観
光
の

手
段
と
し
て
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
将
来
的
に
は
北
側
の
富
山
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
と
つ
な
が
り
富
山
駅
で
新
幹

線
と
ク
ロ
ス
す
る
。

　

こ
う
し
た
路
面
電
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
高
度
化
は
、
市
民
の
市
街
地
へ
の
移

転
を
促
し
、
街
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
は
着

実
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
セ
ン
ト
ラ
ム

の
開
通
以
降
、
利
用
者
の
中
心
市
街
で

の
滞
在
時
間
、
消
費
金
額
も
二
割
ほ
ど

増
加
し
た
。
富
山
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
再
生
は
、
地
方
都
市
の
未
来
の

あ
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
。

す
が
、
実
際
に
車
椅
子
の
方
が
い
と
も

簡
単
に
乗
り
降
り
す
る
様
子
を
目
に
し

た
と
き
は
感
動
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

運
行
サ
ー
ビ
ス
も
徹
底
的
に
改
善
。

そ
の
結
果
、
利
用
者
数
は
平
日
で
二
倍
、

休
日
は
三
倍
に
増
え
た
。
中
で
も
高
齢

者
の
利
用
が
飛
躍
的
に
増
加
。
家
に
こ

も
っ
て
い
た
お
年
寄
り
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
街

市
民
が
街
と
つ
な
が
る

さ
ら
に「
つ
な
が
る
」市
民
の
足

他
の
交
通
手
段
と
も
連
携
し
な
が
ら

富
山
市
内
を
く
ま
な
く
結
ぶ

富山港線の路面電車化に合わせ、「岩瀬浜」「蓮町」
の２駅の駅前広場を交通の結節点として整備し
た。フィーダーバス2系統を走らせ、駅へのアクセ
スを改善、利便性の向上は駅周辺の居住促進、古
い町並みを活かしたまちづくりに効果を上げてい
る。岩瀬浜駅では、LRTとバスのホームはバリアフ
リーで一体となっており乗り継ぎも容易だ。

上／市街地に残る水田脇を走るポートラム。中／ポートラムの
起点、富山駅北。多くの市民が乗降する。下／まちなかの賑
わい拠点として整備されたグランドプラザとセントラム。

歴史を感じさせる路面電車の軌道。
この上を最新型のLRTが走る。

北陸新幹線開業時のイメージ図。将来的
には新幹線のホームの下で南北のLRTが
接続する予定だ。（提供：富山市）

自
転
車
市
民
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム（
ア
ヴ
ィ
レ
）

を
導
入
し
て
い
る
。
事
前
に
登
録
す
れ
ば
環
状

線
の
沿
線
を
は
じ
め
市
内
一
七
カ
所
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
。
こ
ち
ら

も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
連
携
し
た
市
民
の
足
。

岩瀬浜

競輪場前

東岩瀬

大広田

蓮町

犬島新町

城川原　

越中中島

粟島

下奥井

奥田
中学校前

インテック
本社前

富山駅北

電鉄富山
富山駅前

新富町
県庁前
丸の内

諏訪川原

安野屋新富山

大学前 地鉄ビル前

電気ビル前

桜橋

富山城址公園

富山県庁
富山市役所

荒町
中町
西町
上本町

広貫堂前
グランドプラザ前
大手モール

国際会議場前

西中野
小泉町

堀川小泉
大町

南富山駅前

富山港

神通川

富
山
港
線

JR富山富山大

市内のLRTは郊外の居住区と
市街地を機能的に結ぶ。通
勤、通学、買い物、観光など
市民の足として欠かせない交
通手段になっている。

●富山市のLRTネットワーク
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な
ぐ
と
い
う
構
想
は
、
半
世
紀
前
か
ら

始
ま
っ
て
い
た
。

　
「
放
射
道
路
と
環
状
道
路
を
同
時
並

行
的
に
整
備
す
る
の
が
理
想
的
だ
っ
た

の
で
す
が
、
先
行
し
て
放
射
方
向
の
高

速
道
路
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
」。

　

放
射
状
の
高
速
道
路
の
整
備
に
と
も

な
い
、
都
心
部
に
お
け
る
交
通
渋
滞
が

課
題
と
な
っ
て
い
く
。

　
「
首
都
高
の
都
心
環
状
線
を
通
行
す

る
車
の
六
割
は
都
心
に
用
の
な
い
車
。

こ
う
し
た
都
心
に
用
事
の
な
い
車
の
流

入
を
抑
制
し
、
都
心
部
の
渋
滞
を
緩
和

す
る
た
め
に
、
放
射
状
の
高
速
道
路
を

環
状
道
路
で
結
び
、
郊
外
か
ら
都
心
部

へ
の
交
通
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
も
、
首

都
圏
三
環
状
道
路
の
役
割
の
一
つ
で

す
」
と
後
藤
部
長
は
解
説
す
る
。

　

首
都
圏
三
環
状
道
路
は
、
首
都
高
速

中
央
環
状
線
（
中
央
環
状
線
）
と
東
京

外
か
く
環
状
道
路
（
外
環
道
）、首
都
圏

中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
で
構

成
さ
れ
、
都
心
部
の
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
の
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、
首
都
圏

の
経
済
活
動
と
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会

資
本
と
し
て
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
事
業
目
的
に
つ
い
て
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
の
後
藤
貞
二
道

路
部
長
に
話
を
聞
い
た
。「
首
都
圏
の
道

路
交
通
の
骨
格
と
し
て
三
環
状
九
放
射

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
計
画
さ
れ
た
の
が

昭
和
三
十
八
年
。
東
北
道
、
中
央
道
、

東
名
高
速
な
ど
の
九
つ
の
放
射
状
の
高

速
道
路
と
、
首
都
圏
三
環
状
道
路
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

三
環
状
九
放
射
で
す
」。
都
心
か
ら
東

西
南
北
に
向
け
て
延
び
る
東
北
道
、
中

央
道
、
常
磐
道
な
ど
の
放
射
道
路
と
、

こ
れ
ら
を
大
き
な
三
つ
の
「
環
」
で
つ

環
状
道
路
の
整
備
で

都
心
部
の
渋
滞
を
緩
和

国土交通省
関東地方整備局 道路部長

後藤貞二

首
都
圏
の
人
・
物
の
流
れ
が
円
滑
に
な
る

三
つ
の
環
状
道
路

首
都
圏
三
環
状
道
路

首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
生

東京外かく環状道路（外環
道）の三郷ジャンクションは
1992年に供用開始。常磐道
と外環道を接続する。物流
と人流の重要なアクセス拠
点になっている。（提供： 
国土交通省関東地方整備局）

開通区間（2014年6月時点）
未開通区間

３環状９放射



12建設業界 2014.713 建設業界 2014.7

　

首
都
圏
三
環
状
道
路
の
整
備
目
的
は

渋
滞
緩
和
だ
け
で
は
な
い
。
首
都
直
下

地
震
な
ど
の
災
害
や
不
測
の
事
故
で
、

三
環
状
九
放
射
の
一
部
区
間
に
通
行
止

が
発
生
し
た
場
合
、
放
射
方
向
の
高
速

道
路
が
環
状
道
路
で
結
ば
れ
て
い
れ
ば
、

迂
回
す
る
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
、
速
や

か
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン

シ
ー
（
多
重
化
）
が
向
上
、
緊
急
支
援

ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
、
首
都
圏
に
お
け

る
迅
速
な
物
資
の
調
達
輸
送
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
首
都
圏
三
環
状
道
路
の
整
備

に
よ
り
、
放
射
方
向
の
高
速
道
路
を
結

ぶ
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
。

貨
物
輸
送
の
時
間
短
縮
や
輸
送
効
率
の

向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
済

の
活
性
化
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
も
大
き

い
。
首
都
圏
三
環
状
道
路
の
整
備
が
地

域
に
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
、
後
藤

部
長
は
こ
う
語
る
。「
圏
央
道
沿
線
に
お

け
る
風
景
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
千

葉
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
の
沿
線
に
物

流
拠
点
や
工
業
団
地
、
郊
外
型
ア
ウ
ト

交
通
網
の
再
構
築
で

新
た
な
街
を
創
る

2014
年度

2015
年度

2014
年度

2014
年度

2014
年度

2014年4月12日開通

2014年6月28日開通   
（相模原ICは2014年度）

2017
年度

2014
年度 2020

年度

久喜白岡JCT

五霞 IC

桶川北本 IC
白岡
菖蒲IC

境古河 IC

つくば中央IC

※1

※1

※1

稲敷 IC

神崎 IC

大栄 JCT

松尾横芝 IC

三郷南 IC

  高谷JCT
（仮称） 

東名JCT（仮称）

相模原愛川 IC

高尾山 IC

海老名 JCT
寒川北 IC

藤沢 IC 釜利谷 JCT
＊※１の区間の開通時期については土地収用法に基づく
　手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合。
＊ 開通目標は 2014 年 6月時点です。

大泉 JCT

東北道
関越道

中央道

東名高速

常磐道

京葉道路

館山道
アクアライン

湾岸線第三
京浜

東関東道

 3号渋谷線
（大橋JCT）

湾岸線（大井JCT）

中央環状線圏央道

外環道

神奈川県

東京都

埼玉県

千葉県

茨城県

2014
年度

交
通
を
円
滑
化
し
、

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

都
市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

左／中央環状線は、新宿、渋谷、池袋などの副都心エリアを連絡する。都心の機能強化を図り、
首都高速都心環状線の慢性的な渋滞を緩和するとともに、周辺の一般道からの交通転換などに
より、都市交通の円滑化に資することが期待されている。中／外環道は都心からの放射道路を
相互に連絡し、交通を分散させるとともに都心の通過交通をバイパスさせ、都心の渋滞緩和や環
境改善を図ることが期待されている。右／圏央道は、首都圏全体の道路交通の円滑化や沿線の
経済活動の活性化を図るほか、都心に集中する業務機能の分散を図ることが期待されている。

（各都県の物資調達の数値は、平成20年12月中央防災会議資料より）

環状道路の役割
周辺地域間の移動が
直接できる

郊外から都心部への
交通を分散誘導する

透過交通の
都心部流入を抑制する

災害等で一部区間の不通が
あっても速やかに迂回できる

東京外かく環状道路

首都圏中央連絡自動車道

首都高速中央環状線

●首都直下地震時の物資調達

関越道
方面

東北道方面

中央道
方面

東名高速
方面

常磐道方面埼玉県へ
・飲料水約3,200t
・食料約1,030万食
・毛布約17.9万枚

東京都へ
・食料約3,180万食
・調整粉乳約6.6t
・仮設トイレ約1,110基

神奈川県へ
・食料約1,690万食
・毛布約16.6万枚

茨城県へ
・食料約40万食
・調整粉乳約0.1t

千葉県へ
・飲料水約13.300t
・食料約1,570万食
・毛布約55.9万枚
・仮設トイレ約1,740基

中央環状線

東京外かく環状道路

首都圏中央連絡自動車道
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H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24

  青梅IC～鶴ヶ島JCT 開通
（圏央道初の区間開通）

全国

圏央道沿線

（平成6年を1.0とした場合の新規工場立地面積（累計の推移））

3.3倍

21.2

70.2

  八王子JCT～あきる野IC 開通
（中央道と関越道の連結）

全国 圏央道沿線

レ
ッ
ト
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
次
々
と
立
地
し
、
地
域
の
経
済
活
動

の
活
性
化
や
雇
用
の
場
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。
圏
央
道
沿

線
は
、
も
と
も
と
土
地
利
用
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
高
い
エ
リ
ア
だ
が
、
物
流
、
人

流
に
関
わ
る
道
路
機
能
の
優
位
性
が
地

域
の
活
性
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
こ

こ
に
大
き
な
道
路
が
通
る
と
い
う
計
画

は
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
希
望
に
な
る
。

ま
た
、圏
央
道
で
は
、開
通
目
標
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
毎
年
度
の
事
業
進
捗

目
標
と
そ
の
達
成
度
を
併
せ
て
公
表
し
、

事
業
進
捗
管
理
を
行
う
『
目
標
宣
言
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
展
開
中
だ
と
い
う
。
開

通
目
標
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
希
望
も
ふ

く
ら
み
、
企
業
や
自
治
体
の
活
動
を
促

進
す
る
。
新
し
い
街
の
形
成
に
拍
車
が

か
か
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
る

と
、
新
た
な
血
流
を
得
た
そ
の
地
域
が

元
気
に
な
っ
て
い
く
。
人
が
集
ま
る
。

街
が
生
ま
れ
る
。
後
藤
部
長
は
次
の
よ

う
に
話
す
。「
多
く
の
方
々
か
ら
早
期
整

備
を
望
ま
れ
て
い
る
首
都
圏
三
環
状
道

路
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
そ
の
整
備
を
し
っ
か
り
と

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
整
備
す
る
こ
と
が
最
終
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
環
状
の
整
備

に
よ
っ
て
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
や

利
便
性
の
向
上
、
地
域
の
経
済
の
活
性

化
な
ど
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
目
的
で

す
。
建
設
業
に
携
わ
る
皆
様
に
は
、
土

木
建
設
分
野
の
技
術
革
新
に
期
待
し
て

い
ま
す
」。

●圏央道の開通と新規工場立地面積（累計）の推移

1 2 3 4

開通にあわせて多くの工場
が立地しているのがわかる。
出典：「工場立地動向調査」

（経済産業省）より作成



15 2014.7建設業界 14建設業界 2014.7

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
え
る

ゼ
ネ
コ
ン
の
技
術
力

　

三
環
状
の
整
備
に
奮
闘
、
邁
進
す
る

建
設
現
場
を
訪
ね
て
み
た
。
外
環
道
の

松
戸
市
と
市
川
市
を
接
続
す
る
千
葉
県

区
間
の
中
央
部
分
に
位
置
す
る
一
、

八
二
七
㍍
、
国こ

く
ぶ
ん分
工
事
（
発
注
者
：
東

日
本
高
速
道
路
㈱
関
東
支
社
）
の
現
場

だ
。
高
架
道
路
と
す
る
当
初
の
計
画
を

変
更
、
掘
割
構
造
と
し
て
高
速
道
路
を

地
下
に
、
こ
れ
に
沿
う
国
道
を
地
表
に

整
備
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
遮
音

壁
や
植
樹
帯
、
副
道
を
擁
す
る
環
境
施

設
帯
が
設
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
区
間
の
施
工
を
担
当
す
る
鹿

島
・
大
林
Ｊ
Ｖ
の
高
野
卓
所
長
に
外
環

道
整
備
に
寄
せ
る
想
い
を
聞
い
て
み
た
。

「
市
川
一
帯
の
道
路
は
と
に
か
く
狭
い
道

が
多
い
ん
で
す
。
バ
ス
の
対
面
通
行
が

困
難
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
交
通
渋
滞

が
頻
繁
に
発
生
し
ま
す
。
そ
う
し
た
光

景
を
見
る
た
び
に
外
環
道
は
や
っ
ぱ
り

必
要
だ
な
と
。
一
日
も
早
く
開
通
さ
せ

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
施
工
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
」。

　

周
囲
は
閑
静
な
住
宅
街
。
学
校
や
幼

稚
園
も
多
い
。
騒
音
、
振
動
の
抑
制
に

は
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
さ
ら
に
工

事
車
両
の
運
行
が
周
辺
の
交
通
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
市
道
、
県
道
と

交
差
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
は
こ
れ
を
跨
ぐ

オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
架
設
し
た
。
こ

の
仮
設
高
架
橋
に
よ
り
工
事
用
車
両
が

一
般
道
を
走
行
す
る
こ
と
は
な
く
、
安

全
と
渋
滞
緩
和
が
確
保
さ
れ
た
。
ま
た
、

敷
地
内
に
専
用
の
バ
ッ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン

ト
を
設
置
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
現
場

で
調
達
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。
最
も

近
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
ま
で
約
九
㌔

㍍
。
七
〇
分
と
い
う
運
搬
時
間
で
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
劣
化
が
懸
念
さ
れ

た
か
ら
だ
。
生
コ
ン
車
に
よ
る
交
通
渋

滞
も
回
避
で
き
た
。
こ
の
区
間
の
外
環

道
は
出
来
立
て
の
生
コ
ン
で
施
工
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

　
「
都
心
を
迂
回
す
る
外
環
道
は
、
こ

の
周
辺
の
交
通
事
情
も
大
き
く
改
善
し

て
く
れ
る
は
ず
で
す
」
と
高
野
所
長
。

現
場
は
使
命
感
を
胸
に
早
期
の
完
工
を

目
指
し
今
日
も
動
い
て
い
る
。

生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
備
え
た

高
速
道
の
現
場

東京外環自動車道
国分工事
鹿島・大林特定建設工事
共同企業体 外環国分JV
工事事務所 所長

高野 卓

工区の中央にコンクリートプラントを設置。場内で製造し
た全21万㎥の生コンを、時間差を置かずに打設できる体制
を構築した。

一般道と交差する工事車両専用のオーバーブリッジ。周辺
の交通環境に及ぼす渋滞などの影響を回避している。

躯体を構成する175ブロックはほぼ同幅。レールの上を
移動できる可動式の支保工を採用し、施工性を高めた。

一回で設置できる高さ5mの型枠。従来の木製の型枠にあるセ
パレータがないため地下水の漏水を抑止できる。

良質なコンクリートで構
築された高速道路本線と
なる躯体。表層品質を検
証する手法も導入し品質
管理には万全を期した。


